
（1）	 　　　　　日本共産党さいたま市議団ニュース� No.1069（2026 年 7月 26日）

さいたま
市議団ニュース

日本共産党
日本共産党さいたま市議会議員団
TEL 048-829-1811 FAX 048-833-8165
ご意見・ご要望はこちらにお寄せください

松村　としお
久保　　みき
金子　あきよ

とば　めぐみ
たけこし　連
池田　めぐみ

発
　
行

No.1069
2026.7.26

市議団ニュースは政務活動費で作られています

■ 2026 年 6月議会採決表（○＝賛成、×＝反対）※市長提出議案 38件のうち 33件に賛成 (87%)、5件に反対（13%)
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無所属
みらい

令和 8年度さいたま市一般会計補正予算（第 1号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市新庁舎の建設工事に伴う
交渉民間事業者等審査委員会条例の制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
難聴者への補聴器購入助成制度の導入を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市食肉中央卸売市場・と畜場の維持・存続に向けた
努力を求める請願 ○ × × × × × ×

酷暑から市民の命を守る対策の拡充を求める請願 ○ × × × × × ×

6 月議会本会議・討論

　6月 26日、6月議会最終日に党市議団を代
表して、とばめぐみ市議が討論をおこないまし
た。市長提出議案は38件あり、そのうち33
件に賛成（87%）、5件に反対（13%）しました。
新市庁舎整備、保育、放課後児童対策、酷暑対
策など、市民生活に直結する課題について、市
民の立場で討論しました。
　はじめにとば市議は、新市庁舎建設を進める
ための審査委員会設置条例について述べまし
た。党市議団は市庁舎移転の位置条例改正に反
対しましたが、賛成多数で可決後は、移転を前
提に議論してきました。しかし基本設計では事
業費が700億円を超える規模となり、「機能は
必要最小限に抑え、建設コストを可能な限り縮
減すべきという、私たちが求める条件からかけ
離れている」と指摘しました。また、施工予定
者の提案を設計に反映させるECI 方式（建設
プロジェクトの実施設計段階から施工者が参画
し、技術協力を行う発注方式）についても、提
案がどのように事業費へ反映されるのか不透明
で、専門部会が非公開となることから、公正性
や透明性への懸念を表明しました。そして基本

設計を見直さないまま事業を進めることは認め
られないとして、条例案に反対しました。

「みなし保育士」の拡大で保育士の負担増

　児童福祉施設条例の改正により、一定の要件
を満たす理学療法士などを保育士とみなし、認
可保育所などに配置できるようになります。と
ば市議は、理学療法士の配置によって医療的ケ
ア児や発達障がい児への支援を充実させること
は重要としつつ、「理学療法士と保育士では専
門性や役割が異なる。保育現場での経験や一定
の研修を受ければ理学療法士でも保育士と同等
に働けるとする考え方は、保育士の専門性を過
小評価するものだ」と厳しく指摘しました。さ
らに、「みなし保育士は配置基準上、保育士1
人として算定されるため、その分、本来の保育
士が減り、保育計画の作成や保護者対応、安全
管理などの負担は、保育士に集中する恐れがあ
る」と指摘しました。そして「医療的ケア児へ
の支援は、保育士の代替ではなく加配職員とし

て配置するべきであり、保育士不足を補う手段
として制度を広げることは保育の質の低下につ
ながりかねない」として反対しました。

「放課後子ども居場所事業 
学童保育への影響を検証せず拡大

　次に、補正予算に盛り込まれた放課後子ども
居場所事業の拡大について反対しました。とば
市議は、導入モデル校では初年度に放課後児童
クラブの利用児童が約4割も減少し、運営に大
きな影響が出ていることを指摘。放課後児童ク
ラブは、保護者が就労などで昼間家庭にいない
子どもたちに、生活の場と継続的な育成支援を
保障する児童福祉法に基づく事業であり、その
役割は居場所事業とは異なる、と強調しました。
　今回の辻小学校（南区）への追加導入につい
ても、隣接する辻南小学校で同事業が予定され
ているなかで、必要性についての十分な説明が
なかったことを問題視。「利用児童の減少によ
る経営や職員雇用への不安が現場から出されて
いるにもかかわらず、市は十分な影響調査をお
こなっていない」と批判しました。党市議団は、
放課後の子どもの居場所づくりや待機児童解消
は必要としつつ、放課後児童クラブを縮小し、
居場所事業へ置き換える現在の方向は児童福祉
法の理念を後退させるものだとして、モデル事

業の十分な検証と、放課後児童クラブの新設・
施設整備への支援強化を求めました。

酷暑から命を守るため 
エアコン支援の拡充を

　最後にとば市議は、「酷暑から市民の命を守る
対策の拡充を求める請願」について採択を求め
ました。昨年は観測史上もっとも暑い夏となり、
熱中症による救急搬送者は全国で10万人を超
えました。今年は気温40℃以上を「酷暑日」と
位置づけ、暑さ対策は命を守る課題となってい
ます。請願は、生活保護世帯や低所得世帯への
エアコン購入・買い替え支援や、電気代助成な
どを求めるもので、とば市議は「全国で支援に
踏み出す自治体が広がっている一方、本市は家
計のやりくりや生活福祉資金の貸付を案内する
にとどまっている。物価高騰のもとでは貸付利
用にも返済への不安があり、十分な支援とは言
えない」と述べました。市は「電気代を理由に
エアコン使用を控えるケースは稀（まれ）」とし
ていますが、「市民からは『電気代が心配で我
慢している』という切実な声が寄せられている。
市も国に夏季加算創設を要望している以上、市
独自の支援策に踏み出すべきだ」と訴え、請願
の採択を求めました。しかし、他会派などの反
対で不採択となりました。

新市庁舎に700億円超
基本設計を見直せ
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あなたの身近な市議会議員です
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　続いて、たけこし市議
は、無料化後の渋滞予測
についてとりあげ、市は
「交通量は現在の1日あ
たり7500台から、無料
化後は3万9000台にな
る」という大幅な増加予
測を答弁しました。その
ため、想定される渋滞への懸念と周辺状況を確
認したところ、市は「並行する一般国道463
号などからの交通転換により、周辺の交通流動
の適正化が図られる。周辺交差点の交通処理に
ついても無料化後も可能と予測している」との
見通しを示しました。たけこし市議は、県との
協議を進めながら、無料化に向けた事前の対策
と確実な対応を行うよう強く求めました。
　ほかに、AI 画像を用いた漏水調査について
もとりあげました。
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　浦和駅西口南高砂地区再開発にともない、建
設された複合施設（浦和カルエ）の中にリニュ
ーアルオープンする「子育て支援センターうら
わ」を、たけこし連市議と池田めぐみ市議が視
察しました。子育て支援センターは、親子のふ
れあいの場、子育て中の方の出会いの場として
０～3歳未満のお子さんとその保護者の方が
利用できる施設です。各区に1カ所ずつ設置
されており、浦和区ではこれまでエイペックス
タワーの中にあった施設が、8月 3日、浦和
カルエの2階に移転し運営されます。
　玄関を入ると、外光が差し込む「にこにこ広
場」がお出迎え。広場の広さは、115.85平方
メートルだった旧施設より、新施設は209.24
平方メートルと、広くなったのが特徴です。そ
のほか、授乳室や相談室などがあります。そし
てこの施設で注目を集めているのが、はじめ

考えていただきたい」と
質問。商工観光部長は「賃
上げには生産性、付加価
値の向上で稼ぐ力を強化
することが必要不可欠。
本市では省力化・業務効
率化の支援を展開してい
る。そのなかで賃上げで
きる余力をつくっていきたい」と答弁しました。
松村市議は「中東情勢など企業努力のおよばな
い外的要因で厳しい。賃上げに積極的な姿勢が
必要だ」と強調しました。
　松村市議は、さらに厚生労働省の資料を基に
職業紹介事業者（就職情報サイト）の手数料が
事業者にとって負担になっている実態や、「手

　松村としお市議は、物価高騰のもとでの市内
経済対策についてとりあげました。
　松村市議は市内の景況について質問。商工観
光部長は市の調査やさいたま商工会議所の調査
から「原材料高またはコスト上昇に加え、調達
の遅れ等、中東情勢により厳しさが増した」と
認識を示しました。これを受け、松村市議は「賃
上げ支援として仙台市や北九州市では国補助に
上乗せしたり、平塚市では独自支援をしている。
他市の事例を参考にさいたま市でもとりくみを

数料によって労働者の給料が割を食ってしまう
状況がある」と人材確保の障壁となっているこ
とを指摘。「国に対し手数料に関する規制を求
めると同時に、市で採用費用の補助制度を早急
に考えるべき」と求めました。商工観光部長は

「企業説明会や面接会の開催、職場環境や雇用
管理の改善を促す」とし「提案の補助制度は考
えていない」と答弁しました。賃上げの直接的
な支援について全体として消極的な姿勢が目立
ちました。

て実施する「一時預かり事業」です。対象は6
か月から3歳未満の子どもで、初回預かりの
際、登録料と傷害保険料2000円必要ですが、
30分 450円から（要電話予約）どのような理
由でも利用可能です。保育士の方が常駐するほ
か、この事業のスタートにあたり、保育室、キ
ッチン、沐浴室が新たに設置されました。駅近
くの立地は大変便利なことから人気になりそう
です。浦和乳幼児センターに委託し運営します。
今後、子どもと保護者が楽しめるイベントも開
催予定とのことです。池田市議は、「一時預か
り事業は注目度も高い。地域の子どもと保護者
のみなさんが安心して利用できるよう、これか
らも見守っていきたい」と話しました。

　たけこし連市議は、かねてより党市議団が求
めてきた「新見沼大橋有料道路」の無料化につ
いて、進捗状況と無料化後の交通影響について
質問をおこないました。
　本道路は2026年 11月 27日をもって料金
徴収期間が満了し、11月 8日からの無料化に
向けた準備が進められています。たけこし市議
が「市民に対する正式な発表がまだされていな
いが、計画通り進んでいるのか」と質すと、担
当課は「埼玉県および県道路公社において準備
を進めており、埼玉県の6月定例会で公社定
款の変更に関する議案が上程されるとうかがっ
ている」と答弁。県の動向と連動して手続きが
進められていることが確認されました。
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